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受賞された皆様

　

令
和
４
年
３
月
11
日
、
四
国
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
治
山
・
林
道

工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
に
完
成
し
た
工
事
を
対

象
に
、
４
つ
の
テ
ー
マ
（
コ
ス
ト
縮
減
、

技
術
提
案
、
環
境
配
慮
、
施
工
管
理
）
に

沿
っ
て
審
査
を
行
い
、
事
業
の
効
果
が
顕

著
で
あ
り
、
内
容
が
良
好
で
他
の
模
範
と

な
る
と
認
め
ら
れ
る
工
事
で
、
特
に
優
秀

な
も
の
を
林
野
庁
へ
推
薦
し
、
林
道
工
事

部
門
で
平
成
16
年
度
以
来
の
農
林
水
産
大

臣
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
野
庁
長
官
賞
は
３
社
（
治
山
１
社
、

林
道
２
社
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
14

社
（
治
山
10
社
、
林
道
４
社
）
が
、
四
国

森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官
賞

は
、
例
年
東
京
で
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す

が
、
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
大

臣
賞
の
表
彰
は
安
芸
森
林
管
理
署
に
お
い

て
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
授
与
を
行
い
ま
し

た
。（
２
月
９
日
）

　

林
野
庁
長
官
賞
は
、
昨
年
と
同
様
に
、
四

国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
授
与
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官

賞
に
つ
い
て
は
、
担
当
技
術
者
等
並
び
に

監
督
職
員
の
表
彰
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
農
林
水
産
大
臣
賞

【
工
事
表
彰
】

○
長
滝
林
業
専
用
道
新
設
工
事
（
翌
債
）

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

湯
浅
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
浅　

雅
喜

◆
林
野
庁
長
官
賞

○�

阿
津
江
地
区
阿
津
江
（
下
）
地
す
べ
り

防
止
工
事
（
明
許
）

　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
新
居
組

　
　

代
表
取
締
役　

新
居　

健
一

○
勝
間
林
道
55
支
線
改
良
工
事
（
明
許
）

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
黒
尊
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

石
川　

香
里

受賞された湯浅建設

受賞された黒尊建設
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○�
桑
の
川
林
道
橋
梁
上
部
工
架
設
工
事

（
翌
債
）

　

《
高
知
中
部
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
西
野
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

西
野　

桂

◆
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

○�

祖
谷
川
地
区
麦
生
土
（
上
）
地
す
べ
り

防
止
工
事
（
国
債
）

　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
山
全

　
　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
滝
山
（
45
）
復
旧
治
山
工
事
（
明
許
）

　

《
香
川
森
林
管
理
事
務
所
発
注
》

　

大
西
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

衣
斐　

恵
美
子

○
中
尾
（
13
）
復
旧
治
山
工
事

　

《
香
川
森
林
管
理
事
務
所
発
注
》

　

大
字
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

大
字　

徹

○�

笹
郷
山
（
２
０
１
５
）
復
旧
治
山
工
事

（
明
許
）

　

《
愛
媛
森
林
管
理
署
発
注
》

　

一
若
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

中
畑　

健
右

○�

大
森
山
（
１
２
０
３
）
復
旧
治
山
工
事

（
明
許
）

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
大
塚
建
設
工
業
所

　
　

代
表
取
締
役　

大
塚　

敦
士

○�

野
々
川
山
（
２
０
３
２
）
復
旧
治
山
工

事
（
明
許
）

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
松
元
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

松
元　

秀
人

○�

南
小
川
地
区
西
峰
（
下
）
地
す
べ
り
防

止
工
事

　

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
山
全

����
代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
宇
筒
舞
山
（
88
）
復
旧
治
山
工
事
（
明
許
）

　

《
高
知
中
部
森
林
管
理
署
発
注
》

　

高
大
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
﨑　

一
志

○�

朝
日
出
山
（
２
２
０
１
）
災
害
関
連
緊

急
工
事
（
翌
債
）

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》�

　

湯
浅
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
浅　

雅
喜

○�

後
ロ
山
（
１
０
０
３
）
復
旧
治
山
工
事

（
国
債
）

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
金
本
組

　
　

代
表
取
締
役　

金
本　

太

○�

南
亀
谷
山
（
２
０
１
５
）
復
旧
治
山
工

事
（
翌
債
）

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

五
百
蔵　

浩
二

○
芳
川
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
翌
債
）

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
井
原
組

　
　

代
表
取
締
役　

井
原　

貴
仁

○
一
の
谷
林
道
改
良
工
事
（
翌
債
）

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
田
邊
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

田
邊　

一
也

○
亀
谷
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

五
百
蔵　

浩
二

○�

竹
屋
敷
林
道
災
害
復
旧
外
１
工
事
（
明
許
）

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

多
田
工
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

多
田　

久
仁
男

【
技
術
者
表
彰
】

農
林
水
産
大
臣
賞

○
長
滝
林
業
専
用
道
新
設
工
事
（
翌
債
）

　

現
場
代
理
人　

杉
本　

忠
雄

　

主
任
技
術
者　

山
﨑　

和
幸

　
　

（
湯
浅
建
設
株
式
会
社
）

　

監
督
職
員　

西
山　

秀
男

　
　

（
安
芸
森
林
管
理
署
）

林
野
庁
長
官
賞

○
阿
津
江
地
区
阿
津
江
（
下
）

　

地
す
べ
り
防
止
工
事
（
明
許
）

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

山
西　

誠

　
　

（
株
式
会
社
新
居
組
）

　

監
督
職
員　

津
野　

雄
一

　
　

（
徳
島
森
林
管
理
署
）

○
勝
間
林
道
55
支
線
改
良
工
事(

明
許)

　

現
場
代
理
人　

川
村　

睦
男

　

主
任
技
術
者　

山
中　

勝
正

　
　

（
有
限
会
社
黒
尊
建
設
）

　

監
督
職
員　

相
田　

弘
道

　
　

（
四
万
十
森
林
管
理
署
）

○�

桑
の
川
林
道
橋
梁
上
部
工
架
設
工
事

（
翌
債
）

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

小
松　

洋
介

　
　

（
有
限
会
社
西
野
建
設
）

　

監
督
職
員　

東
野　

信
幸

　
　

（
高
知
中
部
森
林
管
理
署
）
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阿
津
江
地
区
直
轄
地
す
べ
り

防
止
事
業
完
工
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
、
阿
津
江
地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止

事
業
が
、
令
和
３
年
度
末
を
も
っ
て
完
工

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
を
は
じ
め
、
坂
口

博
文
那
賀
町
長
、
徳
島
県
議
会
議
員
、
那

賀
町
議
会
議
長
な
ど
多
く
の
来
賓
の
方
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、『
阿
津
江
地
区
直
轄

地
す
べ
り
防
止
事
業
完
工
記
念
式
典
』
を

令
和
４
年
３
月
３
日
に
徳
島
県
那
賀
郡
那

賀
町
の
鷲
敷
中
央
公
民
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
式
典
に
先
立
ち
、
飯
泉
知

事
と
坂
口
町
長
に
よ
る
現
地
視
察
も
行
わ

れ
、
島
田
喜
代
司
署
長
か
ら
災
害
時
の
状

況
と
対
策
工
に
よ
る
復
旧
経
過
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
飯
泉
知
事
と
坂
口
町
長
は

被
災
時
の
対
応
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
当

時
の
状
況
を
感
慨
深
く
思
い
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
冒
頭
、
橋
本
裕
治
四
国
森
林

管
理
局
長
か
ら
「
平
成
29
年
度
の
概
成
見

込
み
で
あ
っ
た
が
、
襲
来
す
る
台
風
・
豪

雨
に
よ
り
、
対
策
工
の
見
直
し
が
必
要
と

な
り
、
計
画
期
間
を
４
年
間
延
長
す
る
な

ど
、
難
工
事
と
な
っ
た
。
今
後
は
徳
島
県

に
お
い
て
維
持
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
末
永
く
地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

の
礎
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
飯
泉
知
事
か
ら
「
こ
の
非
常
に

難
し
い
事
業
を
見
事
に
完
工
し
て
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
は
徳
島
県
が

譲
り
受
け
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
さ
ら
に
は
防
災
・
減
災
の

事
業
を
推
進
し
た
い
」
と
あ
り
、
坂
口
町

長
か
ら
は
「
事
業
を
完
工
し
て
い
た
だ
き

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
と
も
森
林

の
適
正
な
管
理
と
治
山
治
水
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
感
謝
な
ど
を

込
め
た
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
口
俊
一
衆
議
院
議
員
か
ら

い
た
だ
い
た
祝
電
の
紹
介
、
治
山
施
設
の

引
き
渡
し
と
し
て
橋
本
局
長
か
ら
飯
泉
知

事
へ
目
録
の
贈
呈
、
工
事
実
行
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
施
工
業
者
の
皆
様
へ
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
山

研
司
総
括
治
山
技
術
官
に
よ
る
事
業
経
過

局長祝辞

知事祝辞

説
明
を
行
い
、
最
後
に
島
田
署
長
か
ら
、

令
和
３
年
12
月
に
開
催
し
た
完
工
記
念
植

樹
祭
及
び
地
元
説
明
会
の
報
告
と
、
当
完

工
記
念
式
典
へ
の
列
席
者
・
関
係
各
位
に

対
し
て
の
お
礼
を
述
べ
、
閉
式
と
な
り
ま

し
た
。

治山施設の引き渡し

　

式
典
終
了
後
に
は
、
来
賓
の
皆
さ
ん
と

那
賀
川
治
山
事
業
所
の
看
板
を
囲
み
、
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
津
江
地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業

は
、
平
成
16
年
の
災
害
後
、
平
成
17
年
か

ら
徳
島
県
に
よ
り
復
旧
工
事
を
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
事
業
規
模
が
極
め
て
大
き
く
、

厳
し
い
施
工
条
件
下
で
高
度
な
技
術
が

町長祝辞
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入
庁
式

〈
局
総
務
課
〉

　

令
和
４
年
度
四
国
森
林
管
理
局
新
規
採

用
者
の
入
庁
式
を
４
月
１
日
、
局
議
室
に

お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

橋
本
裕
治
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、

新
規
採
用
者
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
入
庁

者
を
代
表
し
て
高
知
中
部
森
林
管
理
署
に

配
属
と
な
っ
た
立
石
将
彬
さ
ん
が
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、
新
規
採
用
者
に
、「
入

庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

局
署
等
に
お
い
て
研
修
等
勉
強
す
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。
先
輩
職
員
が
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
吸

収
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

森
林
管
理
局
署
等
で
の
業
務
は
、
国
有

林
野
を
管
理
す
る
の
み
な
ら
ず
、
民
有
林

関
係
と
の
連
携
や
、
国
民
に
開
か
れ
た
国

有
林
と
し
て
森
林
環
境
教
育
を
行
う
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
分
野
も
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
若
い
皆
様
の
柔
軟
な
発
想
で
い

ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
林
野
庁
の
職
員
と
し
て
配
属

さ
れ
た
部
署
で
、
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現地視察

必
要
と
の
こ
と
か
ら
、
徳
島
県
と
那
賀
町

か
ら
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
の
要
請
を

受
け
て
、
平
成
20
年
度
よ
り
徳
島
森
林
管

理
署
が
事
業
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。
事

業
完
工
ま
で
に
14
年
の
歳
月
と
、
総
事
業

費
約
53
億
円
を
か
け
た
事
業
も
、
多
く
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
完
工

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
山
地
災
害
の
復
旧
や
対
策
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
地
域
の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
森
林
の
適
正
な
管
理
に
署
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

表
紙
写
真
前
列
右
側
か
ら

　

佐
藤　

ひ
よ
り
さ
ん
（
徳
島
署
）

　

武
田　

義
昭
森
林
整
備
部
長

　

橋
本　

裕
治
局
長

　

河
合　

正
宏
計
画
保
全
部
長

　

立
石　

将
彬
さ
ん
（
高
知
中
部
署
）

後
列
右
側
か
ら

　

増
原　

俊
光
総
務
課
長

　

森
本　

崇
斗
さ
ん
（
治
山
課
）

　

青
山　

侑
馬
さ
ん
（
愛
媛
署
）

　

田
村　

翔
太
さ
ん
（
嶺
北
署
）

　

石
本　

雄
大
さ
ん
（
香
川
所
）

　

川
村　

成
世
さ
ん
（
四
万
十
署
）

　

小
川　

隆
平
さ
ん
（
安
芸
署
）

　

松
戸　

瑠
唯
さ
ん
（
森
林
整
備
課
）

　

伊
佐　

林
里
子
さ
ん

　
　
　
　

（
香
川
所
・
都
合
に
よ
り
欠
席
）
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新
た
な
植
栽
作
業
の
手
法

を
考
え
る

～
大
型
ド
ロ
ー
ン
と
動
力
式
植
栽
機

を
使
用
し
た
現
地
検
討
会
を
実
施
～

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

３
月
10
日
、
嶺
北
署
管
内
の
石
原
続
新

山
国
有
林
に
お
い
て
、
高
知
県
、
県
内
各

市
町
村
、
林
業
事
業
体
等
を
対
象
に
、
大

型
ド
ロ
ー
ン
と
動
力
式
植
栽
機
を
使
っ
た

造
林
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
現
地
検
討
会

を
高
知
県
種
苗
緑
化
協
同
組
合
及
び
山
林

用
コ
ン
テ
ナ
種
苗
研
究
会
と
の
共
催
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

四
国
に
お
け
る
造
林
作
業
は
、
地
形
的

に
急
傾
斜
で
あ
る
こ
と
や
機
械
化
の
遅
れ

に
よ
り
、
生
産
事
業
と
比
べ
て
、
未
だ
人

力
が
主
体
の
作
業
と
な
っ
て
お
り
、
造
林

作
業
の
担
い
手
の
不
足
や
労
働
強
度
が
高

い
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、春
本
番
を
思
わ
せ
る
陽
気
の
中
、

総
勢
58
名
が
参
加
し
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
苗
木
等
の
運
搬
と
大
苗
の
植
栽

に
対
応
可
能
な
動
力
式
植
栽
機
を
使
用
し

た
植
付
作
業
に
つ
い
て
、
一
連
の
作
業
を

通
じ
て
、
そ
の
期
待
さ
れ
る
効
果
や
課
題

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
正
勝
業
務
管
理
官
の
開
会
挨
拶
の

後
、
物
部
森
林
組
合
職
員
の
操
縦
に
よ
り
、

産
業
用
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、
コ
ン
テ

ナ
苗
の
大
苗
や
動
力
式
植
栽
機
を
植
栽
箇

所
へ
運
搬
す
る
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造

林
事
業
に
係
る
資
材
等
の
運
搬
が
効
率
的

に
で
き
る
こ
と
や
人
力
で
の
運
搬
か
ら
省

力
化
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の

林
業
現
場
で
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て
の

可
能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
に
は
運
搬
さ
れ
た
苗

木
を
、
エ
ン
ジ
ン
式
の
苗
木
植
栽
機
と
バ
ッ

テ
リ
ー
式
の
苗
木
植
栽
機
の
２
種
類
の
動

力
式
植
栽
機
を
使
っ
て
、
実
際
に
コ
ン
テ

ナ
苗
の
植
栽
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
植
栽
に
使
用
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗

は
、
従
来
行
っ
て
い
た
下
刈
作
業
や
獣
害

対
策
が
不
要
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
苗
長

１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
コ
ン
テ
ナ
苗
で
、

根
鉢
部
分
（
地
中
へ
埋
め
る
部
分
）
が
通

常
の
コ
ン
テ
ナ
苗
よ
り
長
く
太
い
た
め
、

従
来
の
鍬
で
は
難
し
か
っ
た
植
穴
を
よ
り

深
く
簡
単
に
掘
る
こ
と
が
で
き
る
動
力
式

植
栽
機
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

体
験
さ
れ
た
参
加
者
か
ら
も
「
楽
に
作

業
で
き
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
地
で
は
、
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
防
護

の
取
組
と
し
て
、
市
販
の
安
価
な
ネ
ッ
ト

で
も
一
定
の
食
害
防
止
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
も
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
高
知
市
工
石
山
青
少
年

の
家
に
会
場
を
移
し
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
の

林
業
現
場
で
の
活
用
方
法
や
動
力
式
植
栽

機
で
の
植
付
作
業
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
大
苗

の
活
用
に
係
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
し
て
い

る
事
業
体
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
り
、
更
な

る
活
用
方
法
の
拡
大
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
ド
ロ
ー
ン
等
の
購
入
に
あ
た
っ

て
の
行
政
の
補
助
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、

県
内
の
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
の
実
態
や
ど
の
よ

エンジン式の苗木植栽機バッテリー式苗木植栽機
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う
な
被
害
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

工石山青少年の家での意見交換の様子

　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
大
苗
の
生
産
に
関
し
て

苗
木
生
産
者
側
か
ら
は
、
新
た
な
設
備
投

資
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
、
大
苗
生
産

に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
、
大
苗
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
造
林
保
育
に
係
る
初
期
費
用

の
削
減
に
つ
な
が
る
規
格
を
明
ら
か
に
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
当
面
、
供
給
量
に
応

じ
た
需
要
調
整
を
期
待
す
る
と
い
っ
た
意

見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
は
、
苗
木
生
産
者
、

造
林
事
業
を
行
う
林
業
事
業
体
、
低
コ
ス

ト
造
林
の
普
及
・
実
践
に
向
け
た
施
策
を

企
画
・
立
案
す
る
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
課
題
の
洗

い
出
し
や
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
た
な

低
コ
ス
ト
造
林
の
普
及
に
向
け
た
第
一
歩

と
し
て
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、
新
た
な

低
コ
ス
ト
造
林
に
資
す
る
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
、
今
後
も
現
地
検
討
会
の
開
催

を
企
画
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

西
土
佐
小
学
校
の
森
林
環
境

教
育
活
動
を
支
援

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
市
立
西
土
佐
小
学
校
で
は
、
児

童
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
地
域
の
特

産
野
菜
の
栽
培
を
行
い
、
育
て
る
楽
し
み

や
苦
労
な
ど
を
通
し
て
作
物
を
収
穫
す
る

喜
び
を
体
験
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
産

野
菜
を
学
校
給
食
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

愛
着
を
持
ち
地
域
の
誇
り
と
す
る
た
め
の

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

各
学
年
ご
と
に
花
壇
を
分
け
て
栽
培
し
て

い
ま
す
が
、
野
生
動
物
の
被
害
を
受
け
収

穫
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
３
年
生

の
花
壇
で
の
被
害
が
多
く
、
ど
ん
な
野
生

動
物
が
学
校
ま
で
来
て
い
る
の
か
を
確
認

し
た
い
と
の
こ
と
か
ら
、
四
万
十
川
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
に
調
査
と
野
生

動
物
の
被
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
野
生
動
物
対
策
と
の
共
存

や
自
然
保
護
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

花壇囲いの完成

花壇囲いの様子
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中
村
小
学
校
で
森
林
・
木
工

教
室

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
３
月
３
日
に
四
万
十
市
立
中

村
小
学
校
の
１
年
生
34
名
を
対
象
と
し
た

森
林
環
境
教
育
（
森
林
・
木
工
教
室
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、「
森
林
に
は
ど
ん
な
動
物
が

い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
児
童
に
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ

ル
、
ウ
サ
ギ
、
シ
カ
等
」
と
元
気
に
返
事

が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
カ
被
害

か
ら
森
林
を
守
る
仕
事
や
学
校
に
出
向
く

な
ど
し
て
森
林
環
境
教
育
を
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
そ
の
中
で
も
シ
カ
の
被
害

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
樹

木
の
冬
芽
が
春
の
芽
吹
き
に
備
え
て
前
の

年
か
ら
芽
（
葉
っ
ぱ
と
花
の
赤
ち
ゃ
ん
）

を
準
備
し
て
い
る
様
子
（
ふ
ゆ
め
が
っ

し
ょ
う
だ
ん
の
絵
本
の
話
）
を
学
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
校
の
校
庭
に
は
キ
ン
モ
ク
セ

イ
、
ム
ク
ゲ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
76
本
の

樹
木
が
あ
り
、
木
に
名
札
が
掛
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
樹
木
の
四
季
に
よ
る
変
化（
葉
っ

ぱ
の
変
化
や
花
が
咲
き
タ
ネ
が
で
き
て
飛

ぶ
こ
と
）
や
虫
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
、
季
節
に
よ
っ
て
花
の
蜜
や
虫
・
木
の

実
な
ど
を
求
め
て
い
ろ
い
ろ
な
鳥
た
ち
も

や
っ
て
来
る
の
で
、
通
学
路
や
運
動
場
か

ら
日
々
観
察
し
て
み
た
ら
楽
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
説
明
し
樹
木
に
感
心
を
持
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
木
工
ク

ラ
フ
ト
製
作
で
す
。
こ
の
催
し
は
２
月
９

日
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
知
県
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止

重
点
措
置
等
に
よ
り
延
期
と
な
り
、
何
と

か
３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
に
間
に
合
い

ま
し
た
。

　

事
前
の
希
望
調
査
で
用
意
し
た
①
五
月

人
形
、
②
お
雛
様
、
③
兜
と
ビ
ッ
ク
鯉
の

３
種
類
の
パ
ー
ツ
（
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
板

を
切
り
抜
い
た
も
の
）
に
ポ
ス
タ
ー
カ

ラ
ー
等
で
自
由
に
色
を
塗
り
、
い
ろ
い
ろ

な
材
料
で
飾
り
つ
け
し
て
か
ら
、
ヒ
ノ
キ

の
角
材
で
作
っ
た
台
座
に
接
着
剤
で
貼
り

付
け
る
と
い
う
も
の
で
、
各
自
、
カ
ラ
フ

ル
な
着
色
や
装
飾
を
し
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
キ
ッ
ト
は
形
も
下
絵
も
全
く
同
じ
も

の
で
し
た
が
、
児
童
達
の
発
想
で
変
化
が

加
わ
り
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
が
次
々

と
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
担
任
の
先
生
が
「
木
工
ク
ラ

フ
ト
作
り
は
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
尋
ね
る

と
、
全
員
手
を
挙
げ
て
「
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
木
の
持
つ
手
触

り
の
良
さ
や
温
も
り
な
ど
、
素
材
と
し
て

の
木
材
の
良
さ
を
知
り
、
木
を
使
う
楽
し

さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

１
回
目
は
３
年
11
月
１
日
に
実
施
し
、

野
生
動
物
と
人
間
が
仲
良
く
共
存
す
る
た

め
の
良
い
解
決
策
は
無
い
か
な
ど
を
、
児

童
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、
４
年
２
月
18
日
に
行
い
、

１
回
、
２
回
と
学
習
を
重
ね
た
結
果
、「
野

生
動
物
と
の
す
み
わ
け
・
緩
衝
帯
の
設

置
」、「
被
害
対
象
物
の
保
護
」
が
必
要
と

の
結
論
か
ら
、
児
童
が
で
き
る
対
策
と
し

て
、
対
象
物
の
保
護
を
協
力
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
に
、
３
年
生
７
名
と
当
セ
ン

タ
ー
職
員
で
、
３
年
生
と
４
年
生
の
花
壇

を
合
わ
せ
た
周
囲
約
17
ｍ
を
囲
う
か
た
ち

で
防
護
ネ
ッ
ト
を
張
り
ま
し
た
。
防
護

ネ
ッ
ト
、
支
柱
、
ペ
グ
等
の
主
な
資
材
は

当
セ
ン
タ
ー
の
自
然
再
生
地
で
長
期
間
使

用
し
、
回
収
し
て
い
た
も
の
を
再
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
は
、
児
童
の
「
学
校
を
守
り

た
い
」、「
地
元
西
土
佐
を
守
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
自
然
環
境
へ
の
保
護
意
識

な
ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
学
習
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

３
年
生
と
４
年
生
の
花
壇
以
外
の
花
壇

も
、
今
後
、
防
護
ネ
ッ
ト
で
囲
ん
で
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
今

後
も
森
林
環
境
教
育
と
合
わ
せ
て
、
で
き

る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ふゆめがっしょうだんの絵本の話
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完成したよ

製作の様子

年間行事予定 令和4年度に四国森林管理局管内で予定している行事の一覧です。
令和4年4月現在の予定です。※新型コロナ感染症拡大等の影響により中止となる場合があります。

行　　事　　名 担当部署 予定時期 主催者等
里山まつり（飯野山）
滑床渓谷山開き
三嶺周辺の国有林でのボランティア作業
（シカネット設置・補修及び単木保護のラス巻き等作業）
国有林モニター勉強会（第１回）
石鎚山山開き
自然と遊ぼうＤＡＹ
氷室まつり
高知県立林業大学校現地実習（下刈作業）
【谷相山国有林「高知県立林業大学校の森」】
ナラ枯れ被害防止対策現地検討会
ウッデイフェスティバル
坂出消防本部等との合同救助訓練
久万林業まつり
三嶺周辺の国有林でのボランティア作業
（シカネット設置・補修及び単木保護のラス巻き等作業）
国有林モニター勉強会（第２回）
多様な森林づくり“見える化”プロジェクト意見交換会
列状間伐実施後10年経過した団地での現地検討会
高知県立林業大学校実習（シカネットの設置・地拵）【猪野々山国有林】
点状複層林における施業方法に係る意見交換会
令和４年度四国森林・林業研究発表会
高知県立林業大学校実習（苗木植栽）【猪野々山国有林】
治山・林道工事コンクール（局）

香川森林管理事務所

愛媛森林管理署

高知中部森林管理署（協賛）

局企画調整課

愛  媛森林管理署

愛媛森林管理署

嶺北森林管理署

高知中部森林管理署

四万十森林管理署

香川森林管理事務所

香川森林管理事務所

愛媛森林管理署

高知中部森林管理署（協賛）

局企画調整課

局計画課・四万十森林管理署

四万十森林管理署

高知中部森林管理署

局計画課・愛媛森林管理署

局技術普及課

高知中部森林管理署

局治山課、森林整備課

4月下旬

4月下旬

5月下旬

6月頃

7月1日～10日
7月下旬
7月中旬

7月上旬

9月上旬

10月中旬
10月中旬
10月中旬

10月中旬

10月頃
10月
11月中旬
11月上旬
11月
1月下旬
2月下旬
3月上旬

丸亀市観光協会主催

主催「三嶺の森をまもるみんなの会」

香川県木材需要拡大協議会主催

主催「三嶺の森をまもるみんなの会」

4月

5月

6月

7月

9月

1月
2月
3月

10月

11月
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新任者略歴紹介❶

●平成 ２ 年４月　　林野庁管理部職員課採用
●平成31年４月　　国立研究開発法人森林研究・整備機構
　　　　　　　　　　　　　　　　　森林保険センター　保険総務部長
●令和 ４ 年４月　　現職　

島内　厚実

業務管理官

●昭和58年 ４ 月　　帯広営林支局総務部職員課採用
●令和 ２ 年 ４ 月　　近畿中国森林管理局　福井森林管理署長
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

田之島　博明

総務企画部長

●昭和59年 ４ 月　　高知営林局高知営林署経営課採用
●令和 ３ 年 ４ 月　　四国森林管理局　保全課長
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

増原　俊光

総務課長

●昭和57年 ４ 月　　高知営林局総務部人事課採用
●令和 ２ 年 ４ 月　　四国森林管理局　総総務企画部専門官
 　　　（契約適正化担当）
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

濵田　幸治

経理課長

●平成11年 ４ 月　　関東森林管理局計画第二部計画課 （東京分局）採用
●令和 ２ 年 １ 月　　林野庁国有林野部経営企画課課長補佐
 　　　（森林環境保護班担当）
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

藤原　淳一

計画課長

●昭和60年 ４ 月　　高知営林局窪川営林署事業課採用
●令和 ３ 年 ４ 月　　四国森林管理局計画保全部 流域管理指導官
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

牧尾　幸之助

保全課長

●昭和58年 ４ 月　　高知営林局松山営林署経営課採用
●平成31年 ４ 月　　四国森林管理局計画保全部　治山技術専門官
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

井　英三

治山課長

●昭和59年 ４ 月　　高知営林局大正営林署経営課採用
●平成31年 ４ 月　　四国森林管理局森林整備部森林技術・
 　　　支援センター所長
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

鷹野　孝司

森林整備課長

●昭和58年 ４ 月　　高知営林局大栃営林署経営課採用
●令和 ３ 年 ４ 月　　四国森林管理局森林整備部
 　　　企画官（間伐推進担当）
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

原田　康弘

資源活用課長

●平成14年 ４ 月　　北海道森林管理局計画部
 　　　指導計画第三課（帯広分局）採用
●令和 元 年10月　　林野庁森林整備部計画課保険管理官
●令和 ４ 年 ４ 月　　現職

名本　亮介

技術普及課長
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●昭和59年 ４ 月 高知営林局窪川営林署経営課採用
●令和 ３ 年 ４ 月 四国森林管理局森林整備部
 企画官（技術開発・普及担当）
●令和 ４ 年 ４ 月 現職

渡辺　督巳

森林技　・
支援センター所長

●昭和57年 ４ 月 高知営林局経営部計画課採用
●平成31年 ４ 月 四国森林管理局総務企画部総務課
 企画官（安全衛生担当）
●令和 ４ 年 ４ 月 現職

志賀　照幸

香川森林管理事務所長

●平成 ３ 年 ４ 月 北海道営林局経営部計画課採用
●令和 ２ 年 ４ 月 四国森林管理局計画保全部　計画課長
●令和 ４ 年 ４ 月 現職

藤平　康則

愛媛森林管理署長

●昭和58年 ４ 月 高知営林局中村営林署経営課採用
●令和 元 年12月 四国森林管理局総務企画部　総務課長
●令和 ４ 年 ４ 月 現職

藤原　達博

四万十森林管理署長

●昭和57年 ４ 月 高知営林局経営部経営課採用
●令和 ３ 年 ４ 月 四国森林管理局森林整備部
 森林整備課長
●令和 ４ 年 ４ 月 現職

吉良　康

高知中部森林管理署長

●平成 ４ 年 ４ 月 林野庁林政部木材流通課採用
●平成31年 ４ 月 関東森林管理局　静岡森林管理署長
●令和 ４ 年 ４ 月 現職

石原　敬史

安芸森林管理署長




